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1. まえがき 

現在、モータの構成要素である積層コアには電気絶縁性コーティングとしてエポキシコー

ティングが施されている。エポキシコーティングは高い電気絶縁性を有している反面膜厚が

非常に厚くなる欠点がある。そこで、本研究ではダイヤモンドとグラファイトの構造を併せ

持つ非晶質な炭素薄膜である DLC 膜に着目した。DLC 膜は電気絶縁性、高硬質、耐薬品性お

よび耐熱性等の優れた特性を有しており、電子部品の絶縁膜としての代用が期待されている。

本研究では、厳しい環境下でも DLC 膜が電子部品の絶縁膜として、その性能を確保できるか

確認するため、高温および高湿度雰囲気での電気絶縁性を評価した。 

 

2. 実験方法 

本研究では電気絶縁性試験を二端子法により測定を行った。また、耐熱空間での電気絶縁

性を確認するため 100℃の雰囲気にて二端子法により電気絶縁性試験を行った。高湿度雰囲気

での耐性を確認するため、温度 40±2℃ 相対湿度 85±3％に設定した状態で試料を 24 時間留

置し、電気絶縁性を計測した。さらに、ラマン分光法により膜構造変化を確認した。 

 

3. 実験結果 

Table 1 に各試料の電気絶縁性試験の

結果を示す。Table 1 より DLC/Si-steel

は 100℃の高温でも電気絶縁性に変化が

無いことが確認された。また、耐高湿度

試験後も電気絶縁性に劣化が無く DLC

膜は厳しい環境下への適用が確認され

た。以上より DLC 膜は電子部品の絶縁

膜として有用であることが示唆された。 

Sample Circumstance 
Breakdown 

voltage [V] 

DLC/Si-steel Dry, 18℃ 57.6 

DLC/Si-steel Dry, 100℃ 63.0 

DLC/Si-steel Wet, 40℃ 56.5 
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